
全
体

縦
二
百
六
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

横
二
百
十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

本
券

縦
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

寸

法

横
二
百
十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

賦
札

縦
五
十
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

横
七
十
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

用

紙

す
き
入
れ

「
財
務
省
印
」
の
白
す
き
ち
ら
し

彩
紋
、
唐
草
模
様
及
び
「
賦
札
」
の
文
字

こ
い
赤
色

地
模
様

明
る
い
灰
青
色
、
明
る
い
灰
紫
色
及
び
く
す

ん
だ
黄
緑
色

表

面

「
記
名
」、
記
号
の
文
字
、
財
務
大
臣
の
印
章
及
び

渡
し
期
を
表
わ
す
文
字

赤
色

「
日
本
政
府
」
の
文
字

白
抜
き

番
号
及
び
そ
の
他
の
文
字

黒
色

裏

面

彩
紋
、
唐
草
模
様
及
び
文
字

こ
い
赤
色

そ
の
他

各
賦
札
に
切
取
り
用
刷
り
目
打
ち

（
備
考
）

第
九
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
の
ひ
な
形
は
、
次
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

平成™˜年�月™ 日 月曜日 第œ˜—˜号官 報

第
二
条

１

エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に

従
っ
て
大
学
を
設
置
す
る
。
日
本
国
政
府
は
、
大
学
が

エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
並
び
に
ア
ラ
ブ
及
び
ア
フ

リ
カ
地
域
に
お
け
る
高
等
教
育
及
び
科
学
研
究
の
た
め

の
卓
越
し
た
拠
点
と
な
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
大
学
の
設
置
を
支
援
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
払
う
。

２

大
学
は
、
日
本
式
の
教
育
、
研
究
及
び
訓
練
の
手
法

を
導
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共

和
国
に
お
い
て
科
学
技
術
分
野
で
の
人
的
資
源
の
開
発

に
係
る
能
力
の
構
築
を
強
化
し
、
も
っ
て
両
国
間
の
経

済
的
、
科
学
的
及
び
技
術
的
な
相
互
関
係
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
県
ニ
ュ
ー
・
ボ
ル
グ
・
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
市
に
あ
る
二

百
フ
ェ
ダ
ー
ン
（
約
八
十
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
敷
地

を
大
学
に
割
り
当
て
る
。
大
学
は
、
当
該
敷
地
内
の
建
物

及
び
施
設
の
建
設
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
同
市
の
ム
バ

ラ
ク
科
学
研
究
・
技
術
応
用
都
市
に
一
時
的
に
置
か
れ

る
。

第
四
条

１

大
学
の
運
営
機
関
は
、
理
事
会
と
す
る
。

２

大
学
の
学
長
は
、
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
又
は

日
本
国
の
い
ず
れ
か
の
国
籍
を
有
す
る
者
と
し
、
理
事

会
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
。
副
学
長
の
一
人
又
は
首
席

顧
問
は
、
他
方
の
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
と
す
る
。

３

大
学
は
、あ
ら
ゆ
る
国
籍
の
学
生
、特
に
エ
ジ
プ
ト
・

ア
ラ
ブ
共
和
国
そ
の
他
ア
ラ
ブ
及
び
ア
フ
リ
カ
地
域
の

諸
国
か
ら
の
学
生
に
対
し
て
開
放
さ
れ
る
。

４

大
学
に
お
け
る
教
育
、
研
究
及
び
訓
練
並
び
に
大
学

の
運
営
に
係
る
計
画
は
、日
本
の
最
良
の
慣
行
に
従
う
。

第
五
条

１

大
学
は
、
次
の
学
部
及
び
研
究
所
を
含
む
が
、
こ
れ

ら
に
限
定
さ
れ
な
い
。

æ

工
学
部

ç

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
人
文
科
学
部

è

両
締
約
国
政
府
間
で
合
意
さ
れ
る
研
究
所

２

各
学
部
及
び
研
究
所
の
詳
細
は
、
両
締
約
国
政
府
間

の
協
議
を
通
じ
て
決
定
す
る
。

第
六
条

両
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
科
学
、
大
学
及

び
実
業
の
分
野
の
関
係
者
が
大
学
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
を
奨
励
す
る
。

第
七
条

両
締
約
国
政
府
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の

要
請
に
基
づ
き
、
こ
の
協
定
の
効
果
的
な
実
施
を
確
保
す

る
た
め
に
相
互
に
協
議
す
る
。

第
八
条

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
両
締
約
国
政
府

間
に
生
ず
る
い
か
な
る
紛
争
も
、
交
渉
そ
の
他
の
平
和
的

手
段
を
通
じ
て
解
決
す
る
。

第
九
条

１

こ
の
協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
政
府
が
こ
の
協

定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
上

の
手
続
を
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
書
面
に
よ
る
通

告
を
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
行
っ
た
日
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
遅
い
方
の
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生

ず
る
。

２

こ
の
協
定
は
、
五
年
間
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
五
年
の
期
間
、
自
動
的
に
効
力
を
延

長
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
か
一
方
の

締
約
国
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
の
五
年
の
期
間
が
満
了
す
る

百
八
十
日
以
上
前
に
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
て
こ

の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
意
思
を
書
面
に
よ
り
通
告
し
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
間
の
書
面
に
よ
る
合

意
に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正

当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
九
年
三
月
二
十
六
日
に
カ
イ
ロ
で
、
ひ
と
し
く
正

文
で
あ
る
日
本
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書

二
通
を
作
成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英

語
の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

石
川
薫

エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
の
た
め
に

フ
ァ
イ
ザ
・
ア
ブ
ル
ナ
ガ

ハ
ー
ニ
ー
・
ヒ
ラ
ー
ル

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
十
四
号

コ
モ
ロ
連
合
政
府
は
、
平
成
十
二
年
一
月
二
十
九
日
に

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
作
成
さ
れ
た
「
生
物
の
多
様
性
に
関

す
る
条
約
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ

議
定
書
」
の
加
入
書
を
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に

国
際
連
合
事
務
総
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書

は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
三
日
に
コ
モ
ロ
連
合
に
つ

い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
付
け
国
際
連
合
事
務

総
長
書
簡
）

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
十
五
号

平
成
六
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た

「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三

号
）
の
附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
に
関
し
、
日
本
国

政
府
は
、
政
府
調
達
に
関
す
る
委
員
会
に
対
し
、
同
協
定

第
二
十
四
条
６
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
修
正
を
行

う
旨
の
通
報
を
行
い
、
同
修
正
は
、
同
条
６
の
規
定
に
従

い
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
一
年
六
月
二
日
付
け
世
界
貿
易
機
関
事
務

局
長
確
認
書
）

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
の
産
品
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
機
関
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
Ａ
群
中
「
独
立
行
政
法
人

緑
資
源
機
構
」
及
び
「
独
立
行
政
法
人
メ
デ
ィ
ア
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
十
三
号

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
に
カ
イ
ロ
で
、
エ
ジ
プ

ト
・
日
本
科
学
技
術
大
学
の
設
置
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
署

名
が
行
わ
れ
、
同
協
定
は
、
同
年
七
月
三
日
に
効
力
を
生

ず
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

エ
ジ
プ
ト
・
日
本
科
学
技
術
大
学
の
設
置
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政

府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府

は
、日

本
国
と
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
と
の
間
に
存
在

す
る
経
済
的
、
科
学
的
及
び
技
術
的
な
分
野
に
お
け
る
協

力
関
係
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
希
望
し
、
ま
た
、
千
九

百
五
十
七
年
三
月
二
十
日
に
署
名
さ
れ
た
日
本
国
と
エ
ジ

プ
ト
と
の
間
の
文
化
協
定
及
び
千
九
百
八
十
三
年
六
月
十

五
日
に
署
名
さ
れ
た
技
術
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
想
起

し
、ア

ラ
ブ
及
び
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
を
促

進
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

両
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
令
に
従
い
、

か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
毎
年
の
予
算
の
範
囲
内
で
、
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
の
主
体
性
の
原
則
及
び
両
締
約

国
政
府
間
の
協
同
の
原
則
に
基
づ
き
、
エ
ジ
プ
ト
・
日
本

科
学
技
術
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。）の
設
置
を
通

じ
、
両
国
間
の
経
済
的
、
科
学
的
及
び
技
術
的
な
協
力
を

促
進
す
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
十
五
号

国
債
規
則
（
大
正
十
一
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
第
九
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債

券
の
様
式
の
要
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
九
日

財
務
大
臣

与
謝
野

馨

›
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